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熱中症には気をつけて下さい
熱中症による建設業の死傷者278人。
死亡者は５人で業種別では最多。
暑さによる注意力の低下、睡眠不足による
疲労の蓄積等により労働災害が増えてきます。
水分と塩分の補給と休憩は小まめに。

命
を
守
る
た
め
に

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
徹
底
を

ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
保
護
帽
）
の
着
用
、
高
所
作
業
で
の
仮
設

足
場
の
設
置
・
安
全
帯
着
用
を
順
守
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

近
年
、
墜
転
落
災
害
に
よ
る
死
亡
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
労
働
安
全

衛
生
規
則
に
よ
り
建
設
業
は

上
記
表
の
作
業
で
着
用
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

墜
転
落
だ
け
で
は
な
く
、

飛
来
物
や
感
電
な
ど
か
ら
も

頭
部
を
保
護
す
る
目
的
が
あ

る
の
で
着
用
を
徹
底
し
て
く

だ
さ
い
。

　　

平
成
27
年
分
の
は
し
ご
等

か
ら
の
墜
転
落
に
よ
る
死
亡

災
害
の
約
73
％
は
頭
部
負
傷

で
、
そ
の
う
ち
約
84
％
は

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し

て
い
て
死
亡
し
た
２
件
は

４
ｍ
を
超
え
た
高
さ
か
ら

の
墜
転
落
災
害
で
す
。

　

つ
ま
り
、
４
ｍ
以
下
か

ら
の
墜
転
落
災
害
で
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い
た

場
合
、
死
亡
災
害
は
発
生

し
て
い
な
い
と
い
う
結
果

に
な
り
ま
す
。
死
亡
し
た

16
名
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
し
て
い
れ
ば
、
多
く
の

労働安全衛生規則に基づく
保護帽着用が義務付けられている主な作業

方
は
助
か
っ
て
い

た
可
能
性
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

死
亡
災
害
が
発

生
す
る
と
本
人
だ

け
で
な
く
、
遺
族
、

現
場
作
業
関
係
者
、
施
主

等
の
発
注
者
に
も
多
大
な

負
担
や
迷
惑
を
掛
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
未
だ
に

建
設
現
場
に
よ
っ
て
は
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
せ
ず

に
作
業
し
て
い
る
姿
も
目

に
し
ま
す
。
仮
設
足
場
を

設
置
し
て
作
業
中
の
墜
転

不整地における 5トン
以上の運搬車の荷の積
み下ろし作業

落
を
防
ぐ
こ
と
も
重
要
で

す
が
、
ま
ず
は
自
分
の
命

を
守
る
た
め
に
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
正
し
く
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
な
い
作
業
者
が
い

た
ら
、
必
ず
、
着
用
す
る

よ
う
呼
び
掛
け
ま
し
ょ
う
。

５トン以上の貨物自動車
の荷の積み下ろし作業

建設工事でジャッキ式つ
り上げ機械を用いて行う
荷のつり上げ、つり下げ
等作業

型わく支保工の組立作業

地山の掘削作業

明り掘削作業

土止め支保工作業

ずい道等の掘削作業

ずい道等の履工作業

ずい道等の建設施行

鉄骨の組立等作業

鋼橋架設等作業

木造建築物の組立等作業

コンクリート造の工作物
の解体または破壊作業

コンクリート橋架設等の
作業

２ｍ以上の高所作業

物体の飛来のおそれのあ
る場合

高層建築物等でその上方
から物体が飛来または落
下するおそれのある作業
足場の組立等作業

高圧活線近接作業

低圧活線近接作業

統
計
か
ら
見
る
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
の
重
要
性
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組合側と企業側との賃金引上げ交渉

　

関
西
地
協
で
は
５
月
21
日
と
22
日
に
大
手
ゼ
ネ

コ
ン
と
住
宅
企
業
に
対
し
、
建
設
従
事
者
の
処
遇

改
善
を
求
め
る
要
望
書
に
基
づ
い
て
交
渉
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

交
渉
先
企
業
は
積
水
ハ
ウ
ス
・
大
和
ハ
ウ
ス
・

住
友
林
業
・
奥
村
組
な
ど
８
社
。
現
場
施
工
を
支

え
る
二
次
以
下
の
建
築
業
者
・
労
働
者
の
大
幅
な

処
遇
改
善
を
求
め
る
た
め
、「
賃
金
単
価
引
上
げ
、

働
き
方
改
革
へ
の
対
応
、
不
払
い
問
題
等
な
ど
」

の
要
望
項
目
に
対
し
て
回
答
を
求
め
ま
し
た
。

　

積
水
ハ
ウ
ス
の
回
答
抜
粋
。
働
き
方
改
革
へ
の

対
応
で
は
作
業
効
率
化
、
併
せ
て
出
荷
時
期
や
工

種
毎
の
平
準
化
を
進
め
、
工
事
作
業
の
繁
閑
差
を

減
ら
す
こ
と
で
収
入
増
加
へ
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
つ
い
て
は
技
能
者
の
資
格
、
現
場

現
場
従
事
者
の
処
遇
改
善
・
賃
金
引
上
げ
を
！

関
西
地
協
・
大
手
企
業
交
渉

ゼ
ネ
コ
ン
・
住
宅
企
業

へ
の
要
請
書
（
抄
）

へ
の
貢
献
、
品
質
と
安
全
管
理
を
総
合
的
に
評
価
す
る
独
自
の
報
奨
金
制
度
や
福
利
厚

生
制
度
を
運
用
し
、
大
工
選
手
権
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
施
工
従
事
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ア
ッ
プ
に
取
組
ん
で
お
り
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
積
極
的
な
運
用
は
行
っ
て
い
な
い
。
中
東
情

勢
の
悪
化
に
伴
う
建
設
資
材
の
価
格
高
騰
等
に
つ
い
て
は
建
材
の
殆
ど
を
自
社
工
場
出

荷
し
て
お
り
材
工
共
の
発
注
で
な
い
部
分
が
大
半
の
た
め
、
上
昇
分
の
価
格
転
嫁
を
施

工
協
力
会
社
へ
押
し
付
け
て
は
い
な
い
と
の
回
答
。

　

１
９
８
３
年
か
ら
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
関
西
地
協
大
手
企
業
交
渉
は
、
重
層
下
請

構
造
の
頂
点
に
立
つ
元
方
企
業
に
現
場
の
実
態
を
知
り
要
求
に
耳
を
傾
け
て
も
ら
う
こ

と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
企
業
側
と
組
合
側
の
共
通
認
識
の
も
と
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

・
国
に
よ
る
技
能
労
働
者

の
適
切
な
賃
金
水
準
を
確

保
の
要
請
を
踏
ま
え
、「
生

活
に
必
要
な
賃
金
」
月
額

60
万
円
、
年
収
7
2
0
万

円
以
上
を
要
求
。
こ
の
賃

金
水
準
の
確
保
に
向
け
て

発
注
単
価
の
改
善
な
ら
び

に
下
請
企
業
に
対
す
る
指

導
を
し
て
下
さ
い
。

・
一
次
業
者
に
支
払
う
法

定
福
利
費
は
、
加
入
状
況

に
よ
っ
て
減
額
せ
ず
、
提

出
さ
れ
た
見
積
書
を
尊
重

し
、
労
務
費
×
15
％
程
度

を
基
準
に
支
払
っ
て
く
だ

さ
い
。

・
働
き
方
改
革
法
全
面
適

用
に
対
し
て
、
法
令
遵
守

を
確
実
に
出
来
る
余
裕
を

持
っ
た
工
期
設
定
と
必
要

な
経
費
を
見
込
ん
だ
単
価

設
定
を
し
て
く
だ
さ
い
。

後
工
程
に
し
わ
寄
せ
さ
れ

が
ち
で
す
の
で
全
工
程
に

わ
た
り
十
分
な
配
慮
を
し

て
く
だ
さ
い
。

・
不
払
い
問
題
が
発
生
し

た
場
合
は
、
建
設
業
法
41

条
２
項
・
３
項
に
基
づ
き
、

「
賃
金
」「
工
事
代
金
」
な

ど
の
立
て
替
え
払
い
を
速

や
か
に
行
い
、
下
請
け
業

者
な
ど
を
救
済
し
て
下
さ

い
。



毎月１回発行　883号 2026年７月１日（2）

　

５
月
27
日
の
午
後
か
ら

組
織
拡
大
行
動
と
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し

た
。支
部
長
の
笠
谷
さ
ん
・

副
支
部
長
の
味
波
さ
ん
・

書
記
長
の
福
嶋
さ
ん
が
参

加
し
て
、
市
内
の
現
場
を

加
入
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
持
っ
て
現

場
を
訪
問
し
、
現
場
で
声

を
掛
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

現
場
は
三
輪
の
方
に
あ

り
、「
組
合
加
入
し
て
い

ま
す
か
？
」
と
声
掛
け
を

し
た
と
こ
ろ
、「
組
合
に

　

５
月
22
日
に
斑
鳩
支
部

で
は
役
員
５
名
で
車
１
台

に
て
建
築
組
合
の
マ
グ
ネ

ッ
ト
シ
ー
ト
を
貼
り
、
組

織
拡
大
と
防
災
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
ま
し
た
。
は
じ

め
に
町
役
場
・
Ｊ
Ａ
斑
鳩

支
店
・
公
民
館
三
ヶ
所
・

銀
行
二
か
所
・
保
健
福
祉

会
館
（
生
き
生
き
プ
ラ
ザ

斑
鳩
）・
文
化
振
興
セ
ン

タ
ー（
い
か
る
が
ホ
ー
ル
）

に
ポ
ス
タ
ー
と

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

配
り
ア
ピ
ー
ル

運
動
を
し
て
き

ま
し
た
。

　

地
元
の
各
集

会
所
に
支
部
役

員
が
顔
を
出
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
で
少
し
で

も
組
織
拡
大
に

組
織
拡
大
行
動
・安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

組
織
拡
大
＆
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

組
織
拡
大
行
動
・安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

桜
井
支
部

組
織
拡
大
＆
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

斑
鳩
支
部

役員３名と本部書記で組織拡大パトロール

奈
良
建
築
青
協
活
動

家
族
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

家
族
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

　

５
月
31
日
に
宇
陀
市
の

平
成
榛
原
こ
ど
も
の
森
公

園
（
Ｃ
Ａ
Ｕ
Ｎ
Ａ
）
に
お

い
て
、
奈
良
青
協
の
恒
例

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
家
族
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
朝
か

ら
天
候
も
よ
く
各
支
部
よ

り
全
員
で
77
名
と
多
く
の

参
加
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
人
達
は
ビ
ー
ル
片
手

に
炭
を
囲
ん
で
楽
し
く
歓

談
し
、
子
供
た
ち
は
遊
具

や
貰
っ
た
景
品
で
遊
ん
で

い
ま
し
た
。

　

今
回
は
モ
ル
ッ
ク
大
会

を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
モ
ル
ッ
ク
と
は
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
カ
レ
リ
ア
地

方
の
伝
統
的
な
キ
イ
ッ
カ

モ
ル
ッ
ク
大
会
は
大
盛
り
上
が
り
、77
名

　

の
大
家
族
が
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
通
じ
て
交
流

と
い
う
ゲ
ー
ム
を
元
に
開

発
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
50

点
先
取
し
た
時
点
で
ゲ
ー

ム
終
了
で
す
。

　

下
手
投
げ
で
行
う
の
が

基
本
で
順
番
に
モ
ル
ッ
ク

を
投
げ
て
ス
キ
ッ
ト
ル
を

倒
し
ま
す
。
１
本
し
か
倒

れ
な
か
っ
た
場
合
は
「
倒

れ
た
ス
キ
ッ
ト
ル
に
書
か

れ
て
い
る
数
字
＝
点
数
と

な
り
ま
す
。

　

各
支
部
対
抗
戦
で
皆
さ

ん
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

77名もの家族が参加されました

大人はビール片手に組合談義

　

ち
び
っ
こ

向
け
の
お
も

ち
ゃ
の
く
じ

引
き
が
始
ま

る
と
、
目
当

て
の
景
品
を
狙
う
た
め
に

長
蛇
の
列
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
公
園
の
良
い
と
こ
ろ

は
周
り
を
緑
に
囲
ま
れ
、

隣
に
は
ソ
リ
滑
り
が
で
き

る
場
所
が
あ
る
な
ど
、
自

然
を
満
喫
で
き
る
の
で
、

大
人
達
も
の
ん
び
り
出
来

る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

家
族
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
の
最
大
の
魅
力
は
、
各

支
部
か
ら
集
ま
っ
た
青
年

層
仲
間
が
組
合
活
動
の
悩

み
や
魅
力
、
仕
事
の
近
況

な
ど
を
語
り
合
っ
た
り
し

て
親
交
を
深
め
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。
同
時
に
奥
さ

ん
や
家
族
に
も
組
合
活
動

へ
の
理
解
も
得
ら
れ
る
こ

と
が
一
番
で
す
。

　
（
本
部
書
記　

中
西
記
）

入
っ
て
い
る
よ
」
と
い

う
こ
と
で
安
全
作
業
と

未
加
入
者
の
紹
介
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
安
全
第
一
の

シ
ー
ル
を
現
場
で
一
緒

に
貼
っ
て
い
た
だ
き
安

全
啓
発
に
努
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
道
に

声
掛
け
を
し
て
、
一
人

で
も
多
く
の
方
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
支
部
長 

笠
谷
嘉
成
記
）

仕
事
づ
く
り
戦
略
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加

全
建
総
連

　

６
月
４
日
に
横
浜
市
で
全

建
総
連
主
催
の
「
仕
事
づ
く

り
戦
略
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開

催
さ
れ
、
生
駒
支
部
の
横
田

昌
浩
氏
に
よ
る
「
い
こ
ま
空

き
家
流
通
促
進
プ
ラ
ッ
ト
ホ

ー
ム
」
の
活
動
に
つ
い
て
特

別
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

生
駒
市
で
は
平
成
30
年
５

月
か
ら
市
と
専
門
事
業
者
団

体
が
連
携
協
定
を
締
結
し
て

空
き
家
の
流
通
促
進
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業

は
生
駒
市
が
空
き
家
所
有
者

に
ア
プ
ロ
ー
チ
行
い
、
専
門

事
業
者
が
所
有
者
支
援
を
し

繋
が
れ
ば
い
い
の
で
は
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
信
貴
山
千
手
院

の
修
繕
工
事
に
て
孫
七
瓦

工
業
の
松
島
さ
ん
に
テ
ィ

シ
ュ
を
配
り
、
組
合
の
メ

リ
ッ
ト
を
説
明
し
ま
し
た
。

そ
し
て
安
全
管
理
等
も
点

検
を
行
い
無
事
終
え
ま
し

た
。

（
支
部
長　

吉
川
達
也
記
）組織拡大＆防災パトを実施 生駒市の空き家対策について講演される横田氏

な
が
ら
空
き
家
を
市
場
に
流
通

さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
魅
力

や
利
便
性
は
行
政
が
関
わ
っ
て

い
る
安
心
感
と
所
有
者
と
専
門

業
者
と
の
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に

行
え
る
こ
と
で
す
。

　

生
駒
支
部
の
仲
間
が
専
門
事

業
者
と
し
て
登
録
し
、
対
象
物

件
の
現
場
調
査
か
ら
見
積
り
と

施
工
、
工
事
完
了
後
の
報
告
書

作
成
ま
で
行
い
ま
す
。
生
駒
支

部
と
し
て
は
地
元
の
建
築
職
人

の
Ｐ
Ｒ
を
か
ね
て
活
動
に
参
加

出
来
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
流
通
事
業
の
他
に
も

市
広
報
を
活
用
し
て
、
壁
塗
り

や
ク
ロ
ス
張
り
・
襖
張
り
等

の
Ｄ
Ｉ
Ｙ
セ
ミ
ナ
ー
や
子
供

向
け
レ
タ
ー
ケ
ー
ス
作
り
な

ど
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
度
の
講
演
で
は
空
き

家
対
策
事
業
の
成
立
ち
や
生

駒
支
部
の
関
わ
り
方
、
事
業

継
続
の
難
し
さ
な
ど
を
講
演

い
た
だ
き
、
全
国
か
ら
参
加

し
た
90
名
の
仲
間

は
興
味
を
も
っ
て

聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

（
本
部
書
記　

　
　
　

能
城
記
）



令和８年６月新加入（敬称略）
支　部
北　葛
橿　原

氏　名
吉田　大樹
平原　裕子

紹介者
若森　亮成
平原　大輔

年令
17
45

職　種
防水工
事務職

組
合
員　

２
、0
6
２
名　

支
部
組
織
人
員（
令
和
８
年
6
月
20
日
現
在
）

今月の労災事故件数
（令和８年５月21日～
　　　令和８年６月20日まで）

一人親方２件／一括有期９件

1. 墜落・転落

項　　　目
一人
親方 合計

職人 業主

2. 転倒

3. 飛来・落下

4. 電動工具

5. 切れ・擦れ

6. 踏み抜き

7. 破壊・倒壊

8. 動作の反動・無理な動作

9. 交通事故

10. その他（激突・感電等）

合　　　計

一括有期

0
1
0
0
0
0
0
1
0
0
2

3
2
0
1
1
1
0
3
0
0
11

1
0
0
1
1
0
0
0
0
0
3

2
1
0
0
0
1
0
2
0
0
6

奈　良

生　駒

山　添

都　祁

郡　山

斑　鳩

天　理

東宇陀

田原本

北　葛

桜　井

香　芝

宇　陀

橿　原

菟田野

東吉野

御　所

吉　野

中吉野

五　条

川　上

西吉野

天　川

十津川

下北山

合　計

115

167

27

11

48

38

154

14

65

281

120

96

118

451

40

18

77

49

52

89

10

5

2

12

3

2,062

『先月より14名減』
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防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

　

梅
雨
の
晴
れ
間
の
６
月
９
日
に
防
災

パ
ト
ロ
ー
ル
を
支
部
参
役
・
各
分
会
長
・

防
災
委
員
の
８
人
で
２
班
（
北
葛
南
班
、

北
班
）
に
分
か
れ
、
本
部
か
ら
の
宣
伝

カ
ー
と
支
部
の
車
で
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
ま
し
た
。

　

新
築
現
場
で
は
大
阪
の
職
人
で
し
た

が
、
声
掛
け
や
チ
ラ
シ
、
パ
ン
プ
レ
ッ

ト
を
渡
し
て
事
故
災
害
の
な
い
よ
う
に

と
仮
設
足
場
や
丸
ノ
コ
の
チ
ェ
ッ
ク
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
の
現
場
で
は
組
合
員
の

大
工
さ
ん
が
い
ま
し
た
の
で
、
ポ
ス
タ

ー
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
パ
ン
フ
を
渡
し
て

怪
我
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

各
分
会
長
の
自
宅
や
事
務
所
を
回
り
、

事業所を訪問、ご安全にと声掛け

梅
雨
の
蒸
し
暑
い
季
節
。

　
　

怪
我
ゼ
ロ
を
呼
び
掛
け
る

◎ 

奈
良
県
労
働
基
準
協
会
主
催

　
　

問
合
せ
先　

０
７
４
２
ー
３
６
ー
２
０
４
０

情
報
コ
ー
ナ
ー

各
種
試
験
・
技
能
講
習
の
ご
案
内

奈
良
県
労
働
基
準
協
会
や
建
災
防
奈
良
県
支
部
で
は

各
種
技
能
講
習
会
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

○ 

建
築
物
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
講
習

　
　

 

学
科　
８
月
18
日
〜
19
日

　

○ 

石
綿
作
業
主
任
者
技
能
講
習

　
　

 

学
科　
７
月
16
日
〜
17
日

◎ 

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
主
催

　
　

問
合
せ
先　

０
７
４
２
ー
２
２
ー
３
３
４
５

　

○ 

石
綿
作
業
主
任
者
技
能
講
習

　
　

 

学
科　
令
和
９
年
１
月
19
日
〜
20
日

　

○ 

足
場
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者
技
能
講
習

　
　

 

学
科　
９
月
９
日
〜
10
日

　

○ 

建
築
物
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
講
習

　
　

 

学
科　
７
月
16
日
〜
17
日

　
　

 

学
科　
９
月
16
日
〜
17
日

情
報
コ
ー
ナ
ー

申
込
み
は
労
働
基
準
協
会
並
び
に
建
災
防
奈
良
県
支
部
ま
で

お
問
合
せ
下
さ
い
。       

基
準
協
会
や
建
災
防
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

※
（
組
本
）
は
組
合
本
部
が
会
場

北
葛
支
部

機関紙が
ホームページでも
ご覧になれます

休憩時間のコーヒーと
共に、現場や事務所で
も全奈良県建築ニュー
スを読んでみませんか。
（組合からのお知らせ
　　　　　欄で閲覧）

詳しくはこちら⇒

仲間や建築現場の
　　　紹介をお願いします

　組合では春と秋に組織拡大強化月間を設けて、新規加入
者97名を目標に各支部組織拡大運動に取組んでいます。
　現場や取引先や友人知人など、組合に未加入の建築関係
の方がおられましたら、事業主・一人親方・職人を問わず
ご紹介をお願いします。
　組合事業内容として中建国保、労災保険、税金申告、建
設業許可などの相談を詳しくご説明させていただきます。
　ご紹介いただける方がおられましたら、組合本部または
所属支部までご連絡ください。
　皆さんによる「未加入者の掘り起し」と「声かけ」が最
大の力となります。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

亡
く
な
ら
れ
た
仲
間

令
和
８
年
６
月
死
亡

橿
原
支
部　

中
川　

末
一  

氏　　

左　

官
（
78
歳
）

組合顧問弁護士へご相談下さい組合顧問弁護士へご相談下さい

◎工事中・後の施主との
　工事代金不払い
◎竣工後の施工面のクレーム
◎元請や業者間との賃金不払い

◎手形や小切手の取引の問題
◎債権回収の相談　
◎従業員の賃金や雇用等に
　関する問題　

上記のような問題等を抱えておられたら、一人で悩まずに
ご相談下さい。組合では顧問弁護士と契約を結んでいます。
最初の３０分間は無料です。
・先ずは組合本部へご連絡下さい。
・直接、ご連絡頂く場合は建築組合員ですと申し添え下さい。
　　奈良総合法律事務所　０７４４－２３－８６１１

建
築
組
合
へ
の
新
規
加
入
者
の
紹
介
を
お

願
い
し
て
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
を
終
わ
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
暑
く
な
り
体
調
管
理
の

大
変
な
時
期
に
入
り
ま
す
が
、
無
理
な
く

安
全
第
一
で
事
故
災
害
が
な
い
よ
う
に
皆

様
の
健
康
と
安
全
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
財
政
長　

藤
井
本
正
明 

記
）

支部参役と分会長・防災委員で防災パトロール
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　近年の猛暑の影響で増加している重篤化した熱中症による死亡事故を防ぐ
ため、厚労省において、令和７年６月１日より改正労働安全規則が施行され
ています。
熱中症対が罰則付きの義務化になります
　この改正規則では、労働者を雇用する全ての事業者に対して、労働者への
熱中症対策を義務付けており、事業者が熱中症対策を適正に行わなかった場
合には、６ヶ月以下の懲役又は５０万円以下の罰金という罰則が科されます。
義務化の主な内容
　改正規則は基本的な考え方として「見つける⇒判断する⇒対処する」を掲
げています。現場で熱中症のおそれのある労働者を早期に見つけ、その状況
に応じ、迅速かつ適切に対処することにより熱中症の重篤化を防止するため、
以下の「体制整備」・「手順作成」・「関係者への周知」が事業者に義務付けら
れます。
「対象」となるのは、
（１）継続的な手及び腕の作業、腕及び足の作業のなど（例：釘打ち、盛土）
（２）「WBGT（暑さ指数）28度以上または気温31度以上の環境下で、連続
　　１時間以上または１日４時間を越えての実施が見込まれる作業。
　※WBGTの確認方法は、環境省の熱中症予防情報サイト、日本気象協会
　　tenki.jpで熱中症情報の発信等を行っています。
「体制整備」
（１）職場で「熱中症の自覚症状がある作業者（発症者）」や、「熱中症のお
　　それのある作業者を見つけた者（発見者）」がその旨を報告するための「熱
　　中症担当者」をあらかじめ決めておきます。
（２）職場で熱中症のおそれのある労働者を把握した場合、迅速かつ的確な
　　判断が可能となるように、「事業者における緊急連絡網」「緊急搬送先の
　　連絡先及び所在地等」をあらかじめ確認しておきます。
「手順体制」
　職場で熱中症のおそれのある労働者を把握した場合の、「作業離脱（作業
をやめる）」「身体冷却（発症者を安静にし体を冷やす）」、「医療機関への搬送」
等の重篤化を防止するための対応をまとめ、フローチャートを作成します。
「関係者への周知」
　熱中症のおそれのある労働者を把握した際の手順や連絡体制を関係者に対
し周知します。（例１）関係者に対し、朝礼やミィーティングで熱中症担当
者や発生時の対応について説明する（例２）作成した熱中症発生時のフロー
チャートを事業場、会議室や休憩所などのわかりやすい場所へ掲示する。

昨年６月より、労働者への熱中症対策が義務化
「見つける⇒判断する⇒対処する」

これからの建設業に必須のスキルを学ぶ！

応急仮設木造住宅建設に必要な
CCUS学習会

「CCUS（建設キャリアアップシステム）って何？」「どうして今必要なの？」
そんな疑問をわかりやすくすっきり解決します！実際に操作しながら学べる内容です。
★組合員以外の方の参加も大歓迎です！お気軽にご参加ください。

日 時 令和8年（2026年）8月9日（日） 13:00 ～

場 所 奈良県建築組合 本部
〒634-0813 奈良県橿原市小綱町9-8
※駐車場あり（台数に限りがありますので、公共交通機関でのご来場もご検討ください）

講 師 全建総連 事業推進室長
酒 井  仁 巳 氏

参 加 費 無料

対 象 者 組合員、および建設業に関わるすべての方（組合員以外も大歓迎！） 

【当日の持ち物】
■ 筆記用具 ■ スマートフォン または タブレット
※実際に端末を操作しながら解説・体験していただく時間を用意しています。

お申し込み方法

申込締切：令和８年８月３日（月）まで

① お電話からのお申し込み
奈良県建築組合 本部まで直接ご連絡ください。

 0744-22-5115

② QRコードからのお申し込み

スマホで読み取ると、
専用の申し込み
フォームが開きます。

「熱中症予防管理者教育」
講習のご案内

 これまでの熱中症予対策は、作業環境改善や健康管理
の一環として位置づけられてきましたが、近年、建設
業や運送業などに限らず熱中症が頻発しており、休業
者、死亡者ともに増加傾向にあることから、関係法令
が改正され、その対策が義務化されました。
　事業主、現場監督、安全衛生の担当者等、熱中症予
防のための管理者として職務が遂行できる方を対象に
「熱中症予防管理者教育」を下記の通り開催致します。
ぜひ、この機会に受講して頂きますようご案内します。

主催：奈良県建築労働協同組合

日　　時　７月19日（日）13時～17時　　　　　
場　　所　組合本部　
定　　員　４０名
  　　※15名以下の場合は開催しません。
受　講　料　組合員 5,000円、組合外8,000円
　　　　（テキスト代込）
講習内容　熱中症の症状、予防、救急措置、事例など
　　　　（210分）※受講された方には「熱中症予防
　　　　　管理者教育」の修了証を交付いたします。
申　込　先　申込書と受講料の提出先は「組合本部」まで。
　　　　　ＦＡＸまたはメールにて受付（7／10必着）
　　　　　申込書は組合本部にありますのでご連絡頂
　　　　　ければＦＡＸさせて頂きます。
　　　　　受講料は「組合本部」へ持参また振込み。


